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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスセルラー電気通信システム（１００）における標的ＲＢＳ（１２０）へ及び
からのトラフィックの制御を一時的ＲＢＳ（１４０）に獲得及び維持させる方法であって
、前記システム（１００）は、前記システムにおけるユーザ端末（１３０）へ及びからの
トラフィックをルーティングする複数のＲＢＳを備え、各ＲＢＳは前記システム（１００
）内のあるセル（１１０）へ及びからの前記トラフィックを制御し、その場合前記システ
ムにおける少なくとも前記複数のＲＢＳの多くは、それぞれ、アイデンティティ信号と、
ＲＢＳ切り替え時にユーザ端末が使用するための候補周波数のリストとを送信し、前記方
法は、
　前記標的ＲＢＳ（１２０）のセル内に又は近隣に前記一時的ＲＢＳ（１４０）を配置す
ることと、
　前記標的ＲＢＳ（１２０）によりブロードキャストされる前記候補周波数のリストにお
ける前記周波数のうちの１つで送信するように前記一時的ＲＢＳ（１４０）をプログラム
することと、
　前記標的ＲＢＳ（１２０）のセルにおけるユーザ端末へ及びからのトラフィックが前記
一時的ＲＢＳ（１４０）へ移されるようなパワーレベルで前記一時的ＲＢＳ（１４０）の
前記送信を行うことと、
　前記一時的ＲＢＳ（１４０）が送信する周波数を有する、前記標的ＲＢＳ（１２０）の
セルの直近でないＲＢＳ（１５１）のものと同一であるアイデンティティ信号を送信する
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ように前記一時的ＲＢＳ（１４０）をプログラムすることと、
　候補周波数のリストを送信するように前記一時的ＲＢＳ（１４０）をプログラムするこ
とと、前記リストは、前記一時的ＲＢＳ（１４０）へ移されたトラフィックを有するユー
ザ端末（１３０）が前記標的ＲＢＳ（１２０）のセルの付近で前記候補周波数のいずれで
も十分な強度を有する信号を発見不可能である、ようなものであることと、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記一時的ＲＢＳ（１４０）が送信するようにプログラムされる前記周波数は、前記標
的ＲＢＳ（１２０）のセルの直近でないＲＢＳ（１５１）により使用される周波数である
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記候補周波数のリストは、前記候補周波数が発見不可能であることにより、空である
、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　ＴＤＭＡシステムに適用される、請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　ＣＤＭＡシステムに適用される、請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　ＧＳＭシステムに適応される、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記アイデンティティ信号はＣＧＩである、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記アイデンティティ信号はＢＳＩＣである、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記候補周波数はＢＡリストである、請求項６～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレスセルラー電気通信システム（１００）における標的ＲＢＳ（１２０）へ及び
からのトラフィックの制御を獲得及び維持可能である一時的ＲＢＳ（１４０）であって、
前記システムは、前記システムにおけるユーザ端末（１３０）へ及びからのトラフィック
をルーティングする複数のＲＢＳを備え、各ＲＢＳは前記システム（１００）内のあるセ
ル（１１０）へ及びからの前記トラフィックを制御し、その場合、前記システムにおける
少なくとも前記複数のＲＢＳの多くは、それぞれ、アイデンティティ信号と、ＲＢＳ切り
替え時にユーザ端末が使用するための候補周波数のリストとを送信し、前記一時的ＲＢＳ
（１４０）は、
　前記標的ＲＢＳ（１２０）によりブロードキャストされる前記候補周波数のリストにお
ける前記周波数のうちの１つで送信するようにプログラム可能であることと、
　前記標的ＲＢＳ（１２０）のセルにおけるユーザへ及びからのトラフィックが前記一時
的ＲＢＳ（１４０）へ移されるようなパワーレベルで送信可能であることと、
　前記一時的ＲＢＳ（１４０）が送信する周波数を有する、前記標的ＲＢＳ（１２０）の
セルの直近でないＲＢＳ（１５１）のものと同一であるアイデンティティ信号を送信する
ようにプログラム可能であることと、
　候補周波数のリストを送信するようにプログラム可能であることと、前記リストは、前
記一時的ＲＢＳ（１４０）へ移されたトラフィックを有するユーザ端末（１３０）が前記
標的ＲＢＳ（１２０）のセルの付近で前記候補周波数のいずれでも十分な強度を有する信
号を発見不可能である、ようなものであることと、
　を特徴とする一時的ＲＢＳ（１４０）。
【請求項１１】
　前記候補周波数のリストは、前記候補周波数が発見不可能であることにより、空である
ようにすることが可能である、請求項１０に記載のＲＢＳ（１４０）。
【請求項１２】
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　ＴＤＭＡシステムに使用するためのＲＢＳである、請求項１０又は１１に記載のＲＢＳ
（１４０）。
【請求項１３】
　ＣＤＭＡシステムに使用するためのＲＢＳである、請求項１０又は１１に記載のＲＢＳ
（１４０）。
【請求項１４】
　ＧＳＭシステムに使用するためのＲＢＳである、請求項１２に記載のＲＢＳ（１４０）
。
【請求項１５】
　前記アイデンティティ信号はＣＧＩである、請求項１４に記載のＲＢＳ（１４０）。
【請求項１６】
　前記アイデンティティ信号はＢＳＩＣである、請求項１４に記載のＲＢＳ（１４０）。
【請求項１７】
　前記候補周波数はＢＡリストである、請求項１４～１６のいずれかに記載のＲＢＳ（１
４０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワイヤレスセルラー電気通信システムにおける標的無線基地局（ｔａｒｇｅ
ｔｅｄ　ｒａｄｉｏ　ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）への及び標的無線基地局からのトラフ
ィックの制御を一時的無線基地局（ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　ｒａｄｉｏ　ｂａｓｅ　ｓｔａ
ｔｉｏｎ）に獲得及び維持させる方法及び装置に関する。当のシステムには、システムの
ユーザ端末への及びユーザ端末からのトラフィックを制御及びルーティングする多くの無
線基地局があり、各無線基地局は、システム内のあるセルへの及びあるセルからのトラフ
ィックをルーティング及び制御する。
【背景技術】
【０００２】
　法執行機関などの政府機関が、ある地上エリア内のセルラー電話の使用を防ぐことが望
ましい、というような多くの状況が想定可能である。例えば、暴動のような市民の不安の
状況のさなか、警察又は他の同様の政府機関が、都市のある区域内のセルラー電話の機能
を防ぐことが望ましい場合がある。
【０００３】
　画定された地上エリアにおけるセルラーネットワークの機能を防ぐことが望ましい場合
がある他の事例としては、例えば警察が建物に踏み込む前があり得る。セルラー電話通信
のエリア選択的防止により対処される可能性のある問題領域の別例は、刑務所内へ密かに
持ち込まれたセルラー電話であり、重要な問題となり始めている。
【０００４】
　従来、エリア内のセルラー電話通信の防止は、従来の電子戦争とほぼ同一の方法で取り
組まれてきた。つまり、従来使用されてきた解決法は、ジャミング信号、大抵ノイズを関
連周波数で送信し、情報をノイズで「かき消し」（“ｄｒｏｗｎ”）、ユーザ端末が「ペ
イロード（ｐａｙｌｏａｄ）」信号を検知することを防ぐ信号対雑音比を作り出すことに
主に狙いを定めるものである。
【０００５】
　上述の技術、すなわちいわゆる「力ずくのジャミング（ｂｒｕｔｅ　ｆｏｒｃｅ　ｊａ
ｍｍｉｎｇ）」が有する問題は、当該技術が大量のエネルギーを消費し、したがって装置
が重く、持ち運びしにくいものとなる点である。加えて、ノイズ信号は周知の周波数で比
較的高い出力パワーで送信されるため、当技術分野に精通するユーザにとって、システム
が調節されていると検知することは非常に簡単である場合がある。
【０００６】
　上述の問題のうちいくつかを対処する、セルラー通信を調節する手続及び装置を、書類
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仏国特許出願公開第２８５８７４２号明細書が説明している。しかしながら、この装置は
相当複雑なアルゴリズムに依存し、ほぼ休みなく信号を識別しようと試みるため、大量の
プロセッサパワーを必要とするようである。
【発明の開示】
【０００７】
　このように、プロセッサ容量及び送信機パワーをそれほど必要とすることなく、あるエ
リアにおける前記セルラートラフィックの制御が獲得可能であることによる方法及び装置
が必要である。加えて、トラフィックの制御は、獲得されるだけではなく、また維持され
なければならないものである。制御を獲得及び維持することが所望されるトラフィックは
、あるエリアにおけるユーザ端末と無線基地局（ｒａｄｉｏ　ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ
：ＲＢＳ）との間のトラフィックであり、無線基地局によりトラフィックは制御される、
又は経由される。
【０００８】
　ワイヤレスセルラー電気通信システムにおける標的無線基地局へ及びからのトラフィッ
クの制御を、一時的無線基地局に獲得及び維持させる方法を提供する本発明により、上述
の必要性は満たされ、ここで上記システムは、システムにおけるユーザ端末へ及びからの
トラフィックをルーティングする多くの無線基地局を備える。
【０００９】
　このようなシステムにおける各無線基地局は、システム内のあるセルへ及びからのトラ
フィックを制御し、システムにおける少なくとも無線基地局の多くは、それぞれ、アイデ
ンティティ信号と、別の無線基地局への切り替え時にユーザ端末により使用されるための
候補周波数のリストとを送信する。
【００１０】
　「別の基地局へ切り替える（ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　ｔｏ　ａｎｏｔｈｅｒ　ｂａｓｅ　
ｓｔａｔｉｏｎ）」という表現は、セルラーシステムにおけるユーザ端末が、ある基準を
満たす無線基地局にユーザ端末のトラフィックを制御させる、又はかかる無線基地局を経
由させるであろう、という事実を示し、その基準には信号強度が含まれる。目下の無線基
地局からの信号強度がある既定時間量の間ある既定のレベルを下回ると、ユーザ端末がよ
り明瞭な信号を受信する別の無線基地局へトラフィックの移動が行われる。
【００１１】
　本発明によると、標的無線基地局のセル内又は近隣の一時的無線基地局を配置し、標的
基地局によりブロードキャストされる候補リストにある周波数の１つで送信するように一
時的無線基地局をプログラムすることにより、標的無線基地局へ及びからのトラフィック
の制御は獲得される。
【００１２】
　一時的ＲＢＳが送信するようにプログラムされる周波数は、標的ＲＢＳのセルに直近で
あるＲＢＳにより使用される周波数であることは、必ずしも必要なことではないが、適切
なことである。
【００１３】
　このように、一時的無線基地局は、当のエリアにおけるユーザ端末により監視される周
波数で、標的無線基地局から一時的無線基地局へのユーザ端末の移動を保証するパワーレ
ベルで送信するようにされる。加えて、一時的無線基地局は、そのアイデンティティ信号
として、一時的無線基地局が送信する周波数を有する無線基地局のアイデンティティ信号
と同一である信号を送信するようにされる。ゆえに、標的無線基地局のトラフィックの制
御は、一時的無線基地局により取得されるであろう。
【００１４】
　一時的無線基地局が、標的無線基地局のトラフィックの制御を獲得するだけではなく維
持するために、一時的無線基地局は、候補周波数のリストを送信するようにプログラムさ
れる。しかしこのリストは、支配エリアの付近では、候補周波数のいずれでも十分な強度
を有する信号をユーザ端末が発見不可能であるようなものである。したがって、一時的無
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線基地局へ移されたトラフィックの制御は、一時的無線基地局によりまた維持されるであ
ろう。
【００１５】
　本発明の好ましい実施形態において、候補周波数のリストは空にされる。つまり、ユー
ザ端末は実際には候補周波数を探さないであろうから、候補周波数は、制御が得られた無
線基地局には発見不可能であるということである。
【００１６】
　本発明の方法は多くのセルラー電話通信システムに適用可能であり、中でも、ＧＳＭシ
ステムのような前述のＴＤＭＡシステム又はＣＤＭＡシステムに適用可能である。
【００１７】
　本発明がＧＳＭシステムに適用される場合、使用されることになるアイデンティティ信
号はいわゆるＣＧＩ信号又はＢＳＩＣ信号（ＢＳＩＣ：Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｉｄ
ｅｎｔｉｔｙ　Ｃｏｄｅ：基地局アイデンティティコード）であり、候補周波数のリスト
はいわゆるＢＡリスト（ＢＡ：ＢＣＣＨ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ：ＢＣＣＨ割当、ここで
ＢＣＣＨはＢｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：ブロードキャスト制
御チャネルの略である）であろう。
【００１８】
　また、先行技術とは逆に、本発明の目的を達成するためには、高等のアルゴリズム又は
大量のプロセッサパワーは必要とならない。加えて、本発明の一時的基地局は、エネルギ
ー効率がずっと良い方法で所望の目的を達成可能であり、それにより従来よりも小さくコ
ンパクトな装置を設計可能となり、電池を動力とし得ると考えられる。また、「力ずく」
の手法を用いてきた従来のジャマーとは逆に、本発明の装置はシステムにおいて干渉ノイ
ズをそれほど引き起こすことはない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明を、添付図面を参照しながら、以下でより詳細に説明することにする。
【００２０】
　以下で、本発明をさらに詳細に説明し、進歩的内容を説明するために、セルラーシステ
ムの例をいくつか用いることにする。ジェネリックＧＳＭシステム、言い換えるとＴＤＭ
Ａ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ：時分割多元アクセ
ス）の原理に適用される発明を主に例として示すことにする。しかしながら、例えばＣＤ
ＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ：符号分割多元ア
クセス）のような他の原理にも、本発明は同様にうまく適用可能であることは留意される
べきであり、当業者には理解されるところであろう。
【００２１】
　進歩的内容を説明する前に、セルラー電話通信システムにおける機能をいくつか簡単に
説明しておくことが必要である。
【００２２】
　図１は、ワイヤレスセルラーシステム１００、又はそのようなシステムの少なくとも一
部の、一般的なレイアウトを示す。図１に示すように、いわゆる「セル（ｃｅｌｌｓ）」
と呼ばれる、別々であって隣接する複数の地上エリアを、上記システムは含み、１１０と
表すセルにより例示される。各セル内には、大抵１つ以上の無線基地局（“ＲＢＳ”：ｒ
ａｄｉｏ　ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）１２０があり、ＲＢＳ１２０は、セルにおけるユ
ーザ端末１３０への及びユーザ端末１３０からの全部のトラフィックを制御するものであ
り、ＲＢＳ１２０を介して、セル１２０におけるユーザ端末１３０への及びユーザ端末１
３０からの全部のトラフィックがルーティングされる。ユーザ端末のトラフィックが別の
ＲＢＳによって代わりに制御されるべきとき及び別のＲＢＳを代わりに介してルーティン
グされるべきとき、言い換えると、別のＲＢＳへのいわゆる「ハンドオーバ（ｈａｎｄ‐
ｏｖｅｒ）」が行われるべきときを判定するために、システムにおけるユーザ端末は、ユ
ーザ端末のトラフィックをルーティング及び制御するＲＢＳからの受信信号の品質を連続
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的に監視する。
【００２３】
　ハンドオーバが行われるべきかどうかを判定する際には、信号品質と他のある所定のパ
ラメータとが使用される。ハンドオーバ実行の判定は、システムレベルで、ユーザ端末１
３０によって行われる場合、又はいわゆる基地局コントローラ（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏ
ｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ：ＢＳＣ）によって行われる場合がある。大抵、ユーザ端末が
アクティブセッションに従事していない場合、すなわち端末がいわゆる「アイドルモード
（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ）」にあるときは、ユーザ端末における制御機能又は制御手段によ
り判定が行われ、そしてユーザ端末がいわゆる「アクティブモード（ａｃｔｉｖｅ　ｍｏ
ｄｅ）」にある場合、すなわち音声セッション又はデータセッションが進行中である場合
は、ＢＳＣにより判定が行われる。後者の場合、すなわちアクティブモード中は、ユーザ
端末はＢＳＣへ関係データを報告し、次にＢＳＣはハンドオーバがいつどのような場合に
行われるべきであるかを定める。
【００２４】
　システム１００における各セルは、システム内でグローバルに固有のアイデンティティ
を有し、当該アイデンティティは、ＧＳＭのようなあるシステムにおいてはＣＧＩ（Ｃｅ
ｌｌ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ：セルグローバルアイデンティティ）と呼ばれ、
大抵１５から１８バイトからなる。ＣＧＩは大量のビットを含むため、セルにおける無線
基地局にはより短いアイデンティティがしばしば用いられ、この短いアイデンティティは
ＢＳＩＣ（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｃｏｄｅ：基地局アイデンテ
ィティコード）と呼ばれる。
【００２５】
　セルとその無線基地局とがユーザ端末１３０により識別可能であるように、ＢＳＩＣ又
はＣＧＩは、セル１１０における無線基地局１２０によって短い間隔でブロードキャスト
される。ＢＳＩＣ及び／又はＣＧＩは、特別なチャネルで、大抵は特別な論理チャネルで
、無線基地局によりブロードキャストされる。このブロードキャストにはいわゆるＢＡリ
ストも含まれ、このＢＡリストとは、ブロードキャストを行う無線基地局の近隣の無線基
地局により使用される周波数のリストである。
【００２６】
　このように、図１及びセル１１０を参照すると、他のどの周波数が信号品質として監視
されるべきであり、ハンドオーバに使用する可能性があるかを認知するために、セル１１
０におけるユーザ端末１３０によりＢＡリストは使用される。
【００２７】
　「パッシブモード（ｐａｓｓｉｖｅ　ｍｏｄｅ）」の場合、ハンドオーバは大まかに以
下のように行われる。セル１１０におけるユーザ端末１３０が、セル１１０における無線
基地局からのブロードキャストメッセージを聴取し、ＢＡリストにおける周波数を監視し
て、セル１１０における無線基地局よりも良い信号品質を提供する周波数がないか確認す
るであろう。そのような周波数があるという答えとなり、例えば信号品質の持続など、あ
る他の基準が満たされると、ユーザ端末１３０は、そのトラフィックをより良い信号品質
を有する無線基地局へ切り替え、次にその無線基地局のＢＡリストの監視を開始するであ
ろう。
【００２８】
　図１に加えて図２のフローチャートも参照して、本発明による方法の例を示すことにす
る。例えば警察が突入を決断した犯罪者の隠れ家のように、セルラー電話通信が行われる
ことが望ましくないエリアを想像されたい。突入前及び突入中に、セルラー通話が当建物
の付近へ又は当建物の付近から行えないのであれば、警察にとっては価値が大きいことで
あろう。当のエリアにおける全部のセルラー電話通信の制御は、システムにおける正規の
ＲＢＳにより実行され、このように当該ＲＢＳはそのトラフィック乗っ取りのために「標
的とされる（ｔａｒｇｅｔｅｄ）」であろう。
【００２９】
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　要するに、本書において後述することになるが、本発明の方法は、標的ＲＢＳのトラフ
ィックの制御を得るために、以降で一時的ＲＢＳと呼ぶ余分のＲＢＳを活用する。
【００３０】
　発明を最適に活用するために、どの周波数が標的無線基地局の候補リスト、すなわちＧ
ＳＭシステムではＢＡリスト、にあるか、を判定することが必要である。この情報は、様
々な方法で獲得可能であり、例えば当エリアにおけるセルラーシステムのオペレータから
、又はトラフィックの制御を獲得及び維持することが望ましいエリアにおいて実行される
測定により獲得可能である。
【００３１】
　上記判定に加えて、一時的無線基地局が送信を行うであろう周波数を有する局のアイデ
ンティティコードを得ることが必要である。この情報も、当フィールドの測定により、又
はシステムのオペレータから獲得可能である。
【００３２】
エリアにおけるユーザ端末がそのトラフィックを一時的ＲＢＳへ切り替えることを望むよ
うな出力パワーレベルで一時的ＲＢＳが送信することが望ましいため、当のエリアにおけ
るユーザ端末にとって信号レベルがどうであるかを見出すこともまた適切であるが、その
代わりとして、標的ＲＢＳが整合不可能であることが先見的に認知される出力レベルで単
純に送信することにより行われることも可能である。
【００３３】
　上述の情報が獲得された場合、その情報はＲＢＳにおいて以下のように用いられる。
　一時的ＲＢＳが、標的ＲＢＳのセル、又は当該セルに近隣に配置される。図２のブロッ
ク２１０を参照のこと。
　一時的ＲＢＳは、標的ＲＢＳの候補リストにおける周波数のうちの１つで送信するよう
にされ、ここで当該周波数は、標的ＲＢＳのセルに直に隣接を適切にはしていないＲＢＳ
に使用されるものである。図２のブロック２２０を参照のこと。
　あるエリア内のユーザ端末が、一時的ＲＢＳからの信号を、標的ＲＢＳより良い品質の
信号と見なし、そのため当該ユーザ端末のトラフィックを一時的ＲＢＳへ切り替えること
を望むような出力パワーで、当該制御周波数での送信は行われる。図２のブロック２３０
を参照のこと。
　一時的ＲＢＳは、その制御チャネルで、制御周波数が使用されるＲＢＳのものと同一の
アイデンティティを送信する。図２のブロック２４０を参照のこと。
【００３４】
　このように、上で概説したステップを用いると、あるエリア内のユーザ端末は、標的Ｒ
ＢＳのものより強い信号を知覚し、受信信号は標的ＲＢＳの候補リストに挙げられるうち
の１つであるため、当該ユーザ端末は受信信号を正規の「競合（ｃｏｍｐｅｔｉｎｇ）」
信号と見なし、当該ユーザ端末のトラフィックを一時的ＲＢＳへ切り替えるであろう。Ｂ
ＳＣがユーザ端末により測定信号強度を通知されると、同一の理由で、すなわち一時的Ｒ
ＢＳが「ハンドオーバ」に対する通常の候補として見なされるという理由で、ＢＳＣは、
ユーザ端末にそのトラフィックを一時的ＲＢＳへ切り替えるように命令するであろう。
【００３５】
　このようなステップは、ＧＳＭシステム、すなわちＴＤＭＡシステムか、又はＣＤＭＡ
システムかに適用可能である。例として、ＧＳＭシステムに適用するとした場合、送信さ
れるアイデンティティ信号は、いわゆるＣＧＩ（Ｃｅｌｌ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｉｄｅｎｔｉ
ｔｙ：セルグローバルアイデンティティ）又はＢＳＩＣ信号である場合がある。この概要
を図３にまとめる。
【００３６】
　このように、一時手身ＲＢＳにより送信に用いられる出力パワーに応じて、標的ＲＢＳ
のいくつかのトラフィック又は全部のトラフィックの制御が得られた。次の課題は、一時
的ＲＢＳにより制御が維持されることを確かめることであり、以下のようにして実行可能
である。以前にも説明したとおり、ユーザ端末の目下のＲＢＳ、すなわちこの場合には一
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時的ＲＢＳの候補リストに含まれる周波数を、一時的ＲＢＳへ移されるトラフィックを有
するユーザ端末は聴取する。
【００３７】
　このようなユーザ端末の制御を維持するためには、本発明によると、一時的ＲＢＳは、
候補周波数のリストを送信するようにプログラムされ、当該リストについて、トラフィッ
クが一時的ＲＢＳへ移されるユーザ端末が、少なくとも標的ＲＢＳのセル付近では候補周
波数での信号を発見できないようになっており、少なくとも標的ＲＢＳがハンドオーバに
対し「魅力的な（ａｔｔｒａｃｔｉｖｅ）」候補に見えないような信号強度には少なくと
もならないようになっている。このように、聴取すべき、又は少なくとも切り替えるべき
である「競合」周波数がないこととなる。
【００３８】
　このような候補リストを得る１つの方法は、候補リストを空にすることであり、又は代
わりに、候補リストは、非常に離れているため一時的ＲＢＳとは競合不可能であるＲＢＳ
の周波数を含んでもよい。これら２つの代替を図４に示す。
【００３９】
　本発明のこのようなステップは、ＴＤＭＡシステム又はＣＤＭＡシステムにも同様にう
まく適用可能である。ＧＳＭシステムに適用される場合、候補リストは大抵いわゆるＢＡ
リストとなるであろう。
【００４０】
　このように、本発明を用いると、標的ＲＢＳへ及び標的ＲＢＳからのトラフィックの制
御は一時的ＲＢＳにより得られ、一時的ＲＢＳにより維持されることとなり、これが本発
明の目的であった。
【００４１】
　ここで一時的ＲＢＳの配置と、一時的ＲＢＳが送信して標的ＲＢＳからのトラフィック
の制御を得る周波数に関するプログラミングと、また一時的ＲＢＳの候補リストとに戻り
、図５を参照する。
【００４２】
　図５において、図１のワイヤレスセルラー電気通信システムを再び示し、標的ＲＢＳを
１２０と表し、標的ＲＢＳが制御するセルを１１０と表す。本発明の一時的ＲＢＳには参
照番号１４０を与えておく。
【００４３】
　以前に説明したように、一時的ＲＢＳ１４０が送信させられる周波数は、標的ＲＢＳ１
２０の候補リストから選択される。しかしながら、図５においては、例えばセルの基地局
は１５７～１５９と表しているのだが、これら基地局は、標的ＲＢＳ１２０のユーザ端末
に強い信号を提供する場合があるため、周波数は、近隣セル又は基地局により使用される
周波数のうちの１つからは選択されるべきではない。
【００４４】
　実際は、標的ＲＢＳ１２０の候補リストに挙がるが、標的ＲＢＳからできる限り遠く離
れたＲＢＳに属しつつもなお標的ＲＢＳ１２０の候補リストにある周波数で、一時的ＲＢ
Ｓ１４０は送信するようにプログラムされるべきである。この文脈中の「遠く離れた（ｒ
ｅｍｏｔｅ）」という言葉は、地理的なものを意味すると認識可能であり、又はセル１１
０における当該ＲＢＳからの信号の強度の識別子を意味すると認識可能である。このよう
な無線基地局の適当なものの一例は、図５において１５１と表すものである。しかしなが
ら、例えば周波数を計画及び再利用することが必要となった場合、一時的基地局は近隣Ｒ
ＢＳ１５７～１５９から周波数とアイデンティティを「借りる」必要がある可能性がある
。
【００４５】
　本発明は、図示及び上述した実施形態の例に限定されるものではなく、添付の特許請求
の範囲の範囲内で自由に変化し得るものである。
【図面の簡単な説明】
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【００４６】
【図１】本発明を適用可能であるセルラーシステムの一部を示す。
【図２】本発明による方法の主要なステップをいくつか概説するフローチャートを示す。
【図３】図２のフローチャートの代替ステップを示す。
【図４】図２のフローチャートの代替ステップを示す。
【図５】本発明を適用可能であるシステムを示す。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】



(11) JP 4981899 B2 2012.7.25

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０００－１５２３０８（ＪＰ，Ａ）
              特表平１０－５０９８４５（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－３２７４７４（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第２００６／０４３１３１（ＷＯ，Ａ１）
              特表２００５－５２８０５７（ＪＰ，Ａ）
              特表２００８－５１７５４５（ＪＰ，Ａ）
              Ulrike Meyer et.al ，On the impact of GSM Encryption and Man-in-the-Middle Attacks on 
              the Security of Interoperating GSM，IEEE International Symposium on Personal, Indoor a
              nd Mobile Radio Communications (PIMRC2004)，IEEE，２００４年　９月　５日，Vol.4，p.287
              6-2883

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04B 7/24-7/26
              H04W 4/00-99/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

